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	first episode 【KARUNA】
	ゆるやかに躍る 灯は
	何かを伝えようと 燃え尽きても踊る
	朝までは保たないと知っていても――
	あきらめの悪い灯は
	夜明けが来ようとも、ひたすらに闇を待ち侘びる
	夏の終わりと、伴に
	漆いキャンバスに 烈く打ち喚らすような……。
	罪は喚く
	夏の終わりに、彼女は目覚めた。
	だけど、目覚めて直ぐに、アヤメは理解した。
	醜い自分に、現在の百花繚乱に、自分の居場所などないと。
	だから――勿も告げずに、彼女は去った。
	自分が生きていていい居場所などなかったから。
	これは、終わりの詩。
	凡てが終わり、枯れ落ちた菖蒲の華に捧げられる一つの詩。
	それでも良ければ――私は、話そう。
	七稜アヤメという華が辿った、顛末を。
	Episode1. audioletter.
	体が重い。
	もう三日、なにも食べていない。
	ここは…ハイランダー辺りの、廃線の外れだろうか。
	ところどころ使われてないか、廃車になったのかはわからないが、…錆びた鉄の匂いと、ネズミの鳴く声がする。…食べ物にありつけてさえないのだから、…私はネズミ以下か。
	鼠以下。…それでもいいか、と思っていた。私は人間ですらない、化物なのだから。
	あの日、クズノハに会いたい、なんて思わなければ。私の躯は「怪談」にされずに済んだのだろうか。
	私は、追放された罪人なのだから。こうなったのも、…当然だ。今の百花繚乱に、わたしがいる資格はないのだから。
	――寒くなってきた。
	寂れた車屋の、奥で眠ろうという考えすら今の私には思い浮かばなかった。
	…行き倒れ。これが私への罰なのだとしたら、…御笑いもいい所だと思う。
	これを知ったら……ナグサは、私を、嗤うだろうか。
	私には、居場所がない。
	居場所が無くなった者に待つのは、死しかない。
	このまま安楽に何もかも終わればいいのに、と思って、私の意識は獄に堕ちた。
	あの、と呼ぶ声が聴こえた。
	…気がついたら、私はソファの上にいた。
	「き、気がつき……ましたか？」おずおずと、目の前の彼女は声をかける。
	「……あなたは」「う、内海アオバ……と、いいます。…その、ハイランダーの……」
	「そう、」…そう言って、内海アオバは状況を把握しようとする私を、観察するかのように見つめていた。
	その意識がどことなく不可解に感じ、…私は少し圧を入れながら訊こうとする。
	「…よく、飲み込めないんだけど。何故私を拾った？」
	「え……いや、その……」
	びく、とアオバは震えてしまう。
	「て、点検をして来いって言われて…」
	「こんな時間に？」「…決まりなんです」そう言って、彼女はうずくまってしまった。
	話が進まないので、ここはスルーしよう。
	「それで、何故私を」「それは……」
	沈黙が続く。…仕方なく、「言いたくないなら、言わなくてもいい」と切り捨てて、此方から話を終わらせた。
	数瞬して、アオバの方が話しかける。
	「あ、あなたこそ…、なんで、倒れていたんですか？」「……私は、行くところが、なかったから」
	「そう、なんですね………。」やはり、会話が続かない。
	此方の状態から、学校を追放されたヘルメット団やブラックマーケットのチンピラ達より危機的な状況だったのは、伝わっただろう。
	――要するに、私はもういいだろう、と此の場を後にしようと決めた。
	「じゃ、私は」「え！？……どこに、行くんですか？」
	「助けてくれて、ありがとう。それじゃ」「…あ、あの……！！」
	「……？」何故、アオバは声を掛けようととするのだろうか。
	「だから、『どこに行くんですか』って、聞いてるんですけど……！！」彼女は声を高くした。
	それは『声を荒げる』という表現には、あまりにもか弱い叫びだったと、思う。
	だけど、この子がここまで聲を出そうとした事自体に、…私は驚いていた。
	「別に、行くところなんかないよ。ただ。…これ以上、私に関わらない方がいいよ。」そう言って、私は去ろうとする。元々行くところなんてなかったし、これから生きていこうとも思っていない。
	それだけだった。…だけど。「……待ってください！」内海アオバは私の手を掴んだ。
	「何？」「……えっ、その、……だけど」
	うずうずと何かを言おうとするアオバ。不思議と此方にいらつきはなかった。
	「待ってあげるから、言って。」
	「あなたさえ、よければですけど……ここにいても、いいんですよ……？」
	「……何故？」……少し語尾を強めに。――苛立ちを顕にする。「ひ……！」
	「私を助けても、貴方には何も得はない。……何故、そんなことを言うの」
	……アオバは、がく、と怯えてるようだったけど、次の瞬間には話してくれた。
	「たっ、助けたのは……私の都合、ですから……責任を、持ちたいんです……！」
	「貴方に責任なんかない。……私を拾っても、不幸が寄りかかるだけだよ。」「だ、だって……！そうだとしても……！」アオバは、意を決したように言おうとした。「だって……あのままだと」
	「死んじゃいそう、だったから。」
	「…………。」私は黙る。
	「あのまま、誰にも見つけられないところで、死んじゃうのは……とても悲しい、ことだと思うんです」
	私も、誰にも見つけてもらえない、と思った事がある、から。だから……あなたを。
	そ、か。と、私はようやく根負けした、ような気がした。
	「貴方さえ、よければだけど」「え……？」
	「……もしよかったらだけど、助けてくれた恩義は返す」
	「え……？」どういう、ことですか？
	そう、声にならない声が聞こえた。――私は、もうここまでにしたい、と思った。……卑怯者を、演じることを。
	叶うことなら、もう一度……『七稜アヤメ』を演じるだけの価値が。
	私に、あるのだろうか。
	「誰にも見つけてもらえないなら、私が見つけてあげる。」
	そう、人が変わったように、微笑もうとした。それが「七稜アヤメ」だったから。
	「え……？」アオバは、きょとんとしながら。……私の答えを、待っているようだった。
	「貴方、……いや、君はハイランダーの職員でしょ？」「え？……まぁ、そうです、けど……」
	ハイランダーの自治区の職員なのは、校章で分かっている。
	「もしよかったら、君の仕事を手伝うよ。……付け焼き刃でよければだけど」
	えっ、とアオバは少し、驚いたようだった。
	「そ、そんな……！大丈夫、ですよ……。」
	「ううん、借りっぱなしは私の気が済まないし……それに、何もしないわけにはいかないから」
	そう言って、微笑もうとしたけど……。
	辛い。
	私の頭にノイズが走る。怪談のそれじゃない、呪われた記憶の残滓が。
	本当に、お前にそんな価値はあるのか？さっさと出て行った方がいいんじゃないか？
	お前は、誰にも見つけられずに、死ぬべきなんだよ。
	「大丈夫、ですか？」「――平気だよ。」
	私は、苦痛を噛み殺す。痛みも、苦しみも、無理やり消してしまえばいい。
	かつての私が、そうだったように。
	「答えは貴方が決めていい。邪魔になったら、捨てていいから」
	そう、自重気味に笑みを浮かべる。「そういうのが、よくないと思うんですけど。」
	そう言ったけど、アオバは戸惑いつつも、言った。「……よろしく、お願い、します。」
	次の日からの……手順は教えますから。――今日はもう遅いから休んでください。
	そう言って、アオバはソファの毛布にくるまろうとする。「……ベッド、使っていいですから」
	「えっ……、いいよ。私が、ここで寝るから貴方はベッドで寝て」
	聞きそうになかったので、……そう言って、ぐいぐいとソファから剥がして陣取った。
	「そ、それじゃ……おやすみ、なさい」……追いやられたアオバは、申し訳なさそうな顔をして寝室へと向かった。……これでいい。
	私はソファに躯を預け、眠りにつく。意識は、何も考えなくていい分素直に落ちた。
	Ⅱ.
	「……おはようございます」という声で、私は目を覚ます。
	今は七時だ。「……おはよう」
	アオバに連れられ、ハイランダーの事務所へ向かう。
	「あれ、誰？その人」…朝礼で、管轄の上役らしき人に声をかけられる。当然か。
	「ぼ、募集で来てくれた、……パートさんです」
	「ふーん、まっいっか。」……車掌は、渾身のアオバのでまかせをスルーした。……それでいいのか？
	「キミ、百鬼夜行の生徒だよね？制服に書いてあるし。 遠いところからよく来てくれたね～、じゃよろしくー」「……はい。よろしくお願いします」
	単発だろうから、だいたいアオバに聞けば分かると思うよー。そう言って、朝礼は終了した。
	それが、こんなことになるなんて。
	「ちょ、「叩けば直る」って、そんな無茶な……！？」
	「……え？……こうすればっ、大体直ります、けどっ……！！」
	驚くべき事にアオバは、踏切遮断機の故障を叩いて直そうとしていた。
	流石にそれは、と私は止めようとするが、アオバは遮断機を叩くのをやめない。……どうしたものか。
	「百鬼夜行行きの路線が遅れてる理由が分かったよ。ほら、貸して」
	遮断機の、アオバが無理やり捩じ込もうとしたビスに対して、ドライバーを持ち丁寧に力を入れていった。
	「す、すごい……！」「そんな褒めること？」
	「ここじゃ、あんまり教えてくれる事がないので……」「……なるほど」
	……改めて、この子が培ってきた環境がどのようなものか、伺えた。
	９月が過ぎ、……１０月になった。
	「はい、今日もおつかれー。…それで、今月の業績の件なんだけど」
	と、上役……ハイランダー本部の監査役である橘ノゾミが顔を出す。
	「は、はい……」と、アオバは縮こまるが。
	「最近、ここの評判がいいんだよね！ 設備故障での事故も減ったし！」「え、えぇ……？？」
	「そうですか、ありがとうございます」アオバは困惑していたけど、私は素直に頭を下げた。
	「あっ、アヤメちゃんお疲れー！ 今回の件なんだけど、いつも残業とか出てもらってるし少しボーナスしといたから！」
	「よ、よかった、ですね……。アヤメさん」「……はい。ありがとうございます」
	私は複雑な思いで、その謝辞を浮けとった。
	「アヤメちゃん、事務所内での評判もいいし……いっそのこと百鬼夜行から転校しちゃう?あっでもそれってマズいかな？」
	「いえ……学校の事は大丈夫です。私は……除籍扱いですから」
	「あっ、なんかこれマズかった？ ま、私達は気にしないからだいじょうぶだよー」
	と、その時だ。何か騒々しい物音を立てて、人が入ってくる。「……あ」
	この区画のオーナーだ。視察に来たらしい。「お、お疲れ様です！」
	「随分調子に乗ってるらしいな」「…は、はい」そう言って、幹部はアオバをじっと見つめる。……鬱陶しいな。
	「最近じゃ、どこぞの馬の骨にすら劣ってるという噂を聞いたぞ。……研修を受けた整備士が、この有様か？」
	「ぅ……。」「ちょっと、いきなり出てきて言い方ってものがあるんじゃないのー？」流石にマズいと思ったのか、ノゾミですらカバーに入った。
	「貴様もだ。非正規の馬鹿に昇給など、許可した覚えはないが」「別にいいじゃん。………業務に関しては、アンタの管轄じゃないんだし」
	「クライアントに向かって、何だ？その口の聞き方は……！！」そう言うと、……幹部は迷いなく、懐にあった小型拳銃をノゾミに向けて撃った。
	ガン、という痛々しい音が彼女の頭蓋に「痛った！！ 何するつもり――」「いいのか？お前が撃てば、お前の部下ごと、反乱沙汰で処分するぞ」
	お前はそんなこと気にしないだろうが、……お前の部下はどうだ？
	随分と哀れな上司を持った物だな？そう、ちらつかせる様に奴は言っていた。
	………う、とノゾミは、反射的に構えた自分の銃を下ろそうとする。
	「……はい。……………わ、私がわる――」
	「やめてください！！」……だが、アオバがその謝罪を制止しようとした。
	「だいたいなんですか、いきなり出てきて文句しか言わないし……！」
	「……アオバちゃん」「……ほう。そんなに、首になりたいか？」
	「………それは、困りますけど………！でも、これだとあんまりです！！
	……だいたい、人の気持ちを、考えたことがあるんですか？ あなたは……！」
	それでも。アオバは、屈しなかった。……ぴく、と奴が切れるような音がした。
	「……いいだろう。貴様は今日でクビだ」「ひっ……！」
	アオバに銃を突きつけ、迷いなく発砲する――
	「そこまでだ」銃弾は逸れ、奴は仰向けに倒れる。
	私が、奴の銃を奪ったからだ。「がっ……！なんだ、お前…………！！」
	「その、〝 馬の骨〟だよ。あんた、随分な言い草だな」「何だと……！！」
	私は、ひらひらと奴の銃を回す。「これを返してほしければ、別の部屋で話を付けよう。ボディーガードも呼んだらどうだ？」
	ぐっ……と、奴はしかし、勝ち誇ったような表情でスマホに手を伸ばした。
	「いいだろう。こんな目に遭わせやがって、覚悟しておけ」……ぞろぞろと入ってきたPMCのセキュリティとともに、私は部屋を出る。
	「……ア、アヤメさん！」「気にしないで。――かっこ良かったよ。アオバ。」
	まるで、自分が霞むぐらいに。……そう、私は微笑み、ドアは閉じた。
	夥しい数で積み重なった、倒れた人影の奥で怯える奴を尻目に。
	私はぽつり、と呟いた。
	「私の恩人に、手を出すな」
	「最近、待遇が良くなった気がするんです」「……そう」
	数日後、突然の賞与の交付にアオバは喜んでいた。
	「やっと、休憩や有給も取れるようになったし……、最近、ようやく毎日が愉しくなってきたかもなんです。」
	そう言って、……アオバは私に向けてにこ、と笑った。
	「これも、全部アヤメさんのお陰だったりして……ありがとう、ございます」
	「どうだろうね。感謝されるだけのことは、してないよ」
	私はアオバに向けて、苦笑いながらも笑い返した。
	「これからも、……どうか、よろしくお願いします」そう、アオバは照れながら言う。
	これでいい。
	この笑顔が護れるなら、私は。
	その手を、血に染めたって構わない。
	「おっはよーう」
	後日。いつも通り作業を始めた私とアオバの前に、ノゾミが現れた。
	「お、おはようございます……」「まだ監査の日じゃないよね？ なんでここに」
	「いやー、例の件で降格させられちゃってさー、派遣されたワケ。現場監督してこいって……。」
	「え……」アオバが、私のせいで…とでも言いたげな表情でノゾミを見るが。
	「というのは冗談でさー、謝りに来たんだ、この前のこと。
	いや、ごめんねー、あのクソ上司のせいでさ」
	正確には上司じゃなくてオーナーだけどね、とノゾミは付け加える。
	突然の謝罪に、アオバは豆鉄砲を食らったようにきょとんとしていた。
	「あ、ありがとう、ございます……」
	「ま、もうすぐ年末だから私はお休みなんだけどね。大晦日はキヴォトス中が運行だし」
	「お休みなのに……わざわざ、すみません。ノゾミさん」
	「謝ることないでしょ。それこそ年末のバタバタで忙しくてさ、悪いことしたかなーと思ってるよ？」
	「大晦日は私が出るので、よければアオバの事は……」と、私が口を挟んだ時だ。
	「その必要はない。お前は今日で退職だからな。七稜アヤメ」
	声のする方を振り返る。そこには、軍服姿の女性が立っていた。
	「は……？」
	「あ、スオウじゃん。何か用……」と、ノゾミが言いかけたとところで顔をしかめる。
	スオウ、と呼ばれた女性の隣には、あのオーナーがいた。
	「随分、うちの出資者を痛めつけてくれたらしいな」
	「……さぁね」「は？ 何あいつ、チクったの？……」げ、とノゾミが嫌悪を露にした。
	「本来なら、ハイランダーへの融資の停止もありうる事態だ。だが、〝 寛大〟にも一人の首で話は収まるそうだ」
	だから、話を付けにきた。しかし、随分訳ありのようだな。
	「元百花繚乱紛争調停委員会。いや、怪談「ヒトツメ」と言った方がいいか？ 七稜アヤメ。」
	「っっ！」「え、何の話？……アヤメちゃん？」
	「アヤメさん……？ど、どういう……」
	驚いた。ハイランダーがそこまで調査済みだったとは。
	少なくとも、こいつは只者じゃない。訳が分からず困惑するノゾミとアオバを尻目に、私は一人、苦悶する。
	「知りたいなら、教えようか。こいつは」
	「やめろ！！」私は堪らず、スオウをねじ伏せようと駆け寄る。だが、彼女の言葉はそれよりも早かった。
	「百鬼夜行の治安組織……百花繚乱の一人でありながら、それを裏切りテロを起こした犯罪者だ。
	表向きには、テロを起こしたのは「偽物」だと調書には書かれてあったがな」
	「――は？」「えっ……」「だが、今の反応を見て確信したよ」
	七稜アヤメ。お前はハイランダーに害をなす危険因子だ。……違うか？
	「あ、ぁ…………貴様っっ……！！」
	判決を告げるように、奴は言った。できることなら奴をヒトツメで圧し潰し、その返り血を浴びてしまいたい。
	そんな思いが頭を過る。だけど、ここにはアオバがいる。
	私はヒトツメすらなれずに、スオウをその腕で捩じ伏せようとした。……が。
	「甘いな」「がっ……！」
	思うまま奴のパンチを浴びせられる。そして片腕をとられた体制のまま、奴は私の頬に銃を突きつける。
	怪談に、銃弾は効かない。だが、物理法則には逆らえず、至近距離での爆発や衝撃は十分に効いてしまう。
	ましてや、私の場合はそのまま露出した、生身の部分を撃てば話は早いだろう。
	殺らなければ、ここで駆除される。……殺す。
	「監督官、やめてください！！その人は、私が連れてきたただのパートさんで……！」
	「アオバちゃん……。」ノゾミが、アオバに対し声にならない声をあげようとした。……だけど。
	「少なくとも、そいつはそうは思ってないみたいだぞ」
	全てこいつの掌の上だった。
	私の頬と半身は、自らの殺意に反応して怪談と化していたからだ。
	「そ、そいつだ！そいつが、私の護衛を滅多打ちに……！！」
	あのオーナーが、自業自得のトラウマでも思い出したのか、震えていた。……そして。
	「あ、……ぁ……！！」「アオ、バ……。」
	アオバが。私のあの子が。恐怖で哭きながら怯えている。
	なんで、こうなったんだろう。
	「終わりだ。今、ここで裁定を下す」「……好きにして」
	あぁ、もうどうでもいいか。
	私は凡ゆる意志を喪失し、その引き金が引かれるのを待った。
	幾重の鉄の針が、執拗にも人肌へと撃ちつけられ私は意識を喪う。
	そのはずだった。
	肩に打たされた、ドン、という小さな衝撃とともに。
	私の目の前には、銃弾に撃たれるアオバがいた。
	え、？ と、私は謂うしかなかった。
	なんで。こんな価値のない私なんかを。
	「アオ、バ…………？」「ぐ、うっ」
	だけど、尚もアオバは、気力を降り絞るように、その言葉を言おうとした。
	他でもない、私の為に。「それでも……」
	「アオバ、もう、いいよ…………!! 全部、私のせいだから…………!!」
	「それでも、この人は私を守ってくれたんです！！ だからこんなこと、やめてください……!!」
	「……そうか、済まない」アオバの気迫に圧されたのか、スオウは一旦銃を下ろした。
	「お、おい、話が違うぞ、あの化け物を倒してくれるんじゃなかったのか……？」
	「もう少し事情を聞く。悪いが、此処ではハイランダーのやり方に従ってもらう」
	オーナーが詰め寄るが、スオウは意に介さなかった。「そんな！？ 私がこの区画の出資にいくらかけたと……！？」
	もう、殺意は解かれた。……私もヒトツメを解き、ふら、と倒れたアオバを抱えながら慎重に言葉を選ぶ。
	「少なくとも、ここにいるアオバとノゾミさんはそいつの苛めを受けていた。……その落とし前は、どうつけるつもりだ？」
	「そうなのか？」スオウがオーナーを睨む。「オーナーのハラスメントは契約違反だが」
	「そ、そんな訳ないだろう！？ そいつ等の言いがかりだ、口裏を合わせているんだ、私が狙われる理由は幾らでもあるからな……！！
	第一、証拠もないのにそんな事を決めつけるのか……！？」
	「そうだな、証拠がなければ、有罪にはなり得ないだろう。」
	証拠がなければな。そう、スオウは復唱するように呟いた。
	私達は沈黙するしかない。これではお手上げか――
	「あのー、犯人わかっちゃったんですけど」
	突如、ノゾミが待っていたとばかりに掌を上げていた。
	「は？なんだ貴様は……」あのオーナーが詰め寄ろうとするが。ノゾミは気にせず続ける。
	「うちの貴重な融資先だからね、これ以上なかったなら隠しておくつもりだったよ？」
	鉄道服のポケットに隠していた「それ」の再生ボタンを押した途端、奴の顔色がみるみると青ざめるのがわかった。
	『クライアントに向かって、何だ？その口の聞き方は……――』
	『 ……いいのか？お前が撃てば、お前の部下ごと、反乱沙汰で処分するぞ』
	『 ―――随分と哀れな上司を持った物だな？』だってさ。
	「な、なんで――」あの時の会話が録音されていた事を知って、ついに奴が崩れ落ちた。
	「車掌もやるからね、私達。そういうの、してないと思った？
	……私がただで謝るわけ、ないじゃん！ パヒャヒャ!!」
	逆転を決め、してやったりと笑うノゾミを見ながら、スオウがオーナーを拘束した。
	「ハイランダーの駅員には、ボイスレコーダーの常備が義務化されている。
	マニュアルを隅々まで読んでなかったお前の敗けだ。少なくとも来年度の予算は、お前からの請求と違約金で何とかなりそうだな。」
	「ひ、ひっ！！ 何とか、してくれ……！！」たじろぐオーナーの肩を、ノゾミが掴んだ。
	「無理無理。鉄道会社の賠償請求は死ぬほど高いからねー。
	その為に契約書は雇用ですらめちゃめちゃ長く作ってあるし。キヴォトスの住人でも、頭がショートするぐらいにはね」
	「だから私、……転校申請すらできないんですけど」と、傷に苦しみながらもアオバが毒づく。
	「そ、そんな……！！」奴はようやく観念したのか、項垂れるしかなかった。
	オーナーの護送とアオバの応急手当を待機していた鉄道員に任せた後、スオウはアオバに向けて言った。
	「誤射については済まなかった。――内海アオバ。貴方には危険手当と、傷病休暇を出そう。」
	「あ、ありがとう、ございます……。」「だが、それはそれとして」
	「ハイランダーで、異物は匿ってはおけない」
	今度こそ銃を向けはしなかったが、スオウはそれとは別に私を睨む。
	「私と一緒に来てもらう。場合によっては、身柄を百鬼夜行との取引に使わせてもらう」
	「嫌だね。ひとつ、約束してほしい。」「……何をだ」
	私は、こうなったときの事は既に決めていた。
	「〝 私は此処に居なかった。〟その代わり、アオバの待遇を改善させて」
	私が居なくても、ちゃんとやっていけるように。明日を信じられるように。そう、覚悟を持って伝えた。
	「いいだろう。人員に関する不備は認める、交換条件だ。
	ハイランダーは内海アオバの待遇について、改善は誓約しよう。ただし、お前の存在については関知しない」
	スオウは頷いた。だけど、そこにアオバが割って入る。
	「アヤメさん……!!でも、ここでお別れは……嫌、です」たじろぐアオバに、私は笑って伝えた。
	「アオバ。――嬉しかったんだ。私を救けようとしてくれたこと。」
	だから、私にできることはここまで。あとは、私が居なくてもやっていけるだろうから――
	「……私の待遇なんて、どうでもいいです!!――私は」
	あなたを救えない方が、辛いんです。
	そう、彼女はぽろぽろと涙ながらに訴えていた。
	「救わなくて、いいよ。私は、もうとっくに救われていたんだから」
	私は、これ以上彼女の目を見なくていいように、背を向けて区画から去った。
	途中、人が転ぶ音と、それを支えようとする物音が聞こえた。
	負っていた傷がなければ、追い付いて抱き止めていてくれたんだろうか。
	そう、思いながら。
	1.audioletter fin.
	continue to auter side ten（天）.
	Ⅰ-Ⅱ  Outer side ten (天)
	せ、先生。お、お疲れ様、です……。
	え、「何か浮かない顔をしてる」って……？ そ、そんな事ないです……。
	あ、あの、よかったら、少しお時間いただけますか？
	私、ちょっと前までとある生徒と一緒に仕事をしてたんですけど……。
	その人の事が、忘れられなくて。
	『七稜アヤメ』、っていう人なんですけど……。
	せ、先生、近い……！「どういう事！？」って、その……！？
	え、「探してた」？
	それで、私はあの時……アヤメさんは自分の事よりも、私の事を気にかけてくれて。
	助けて、もらったんです。
	でも、元の学園には帰りたくない、みたいで……
	先生は、その人のことを助けることはできない、でしょうか……？
	どうか、よろしくお願いします。
	Ⅱ.NaminoYukusaki
	私は貴方の歩みを追い続けている
	追い付きそうになるたびに、それは消えてしまいそうで
	でもそれは光を帯びて
	私は壊減に抗う、抗わなければならない。
	かけがえのない日々は壊れて、そして私の路を示すだろう。
	当てもなく、ただ歩き続ける。
	起こってしまった事は、元には戻らない。
	キャッシュはあったが、今は使う気になれなかった。
	ハイランダーの区画を抜け、トリニティの外れ。……寂れた街路へと続く鉄橋に差し掛かっていた。
	旧トリニティ地区。……ここから先は噂でしか聞いた事がない。何より、ここから百鬼夜行は数百キロも離れている。それは私にとっては、異国の地にも等しかった。
	やがて、鉄橋の中心で……上部の手摺に引っかかっているような、人影を見つけた。
	どうやら見た限り、立ちすくんでいるらしかった。私は見かねて、声をかける。
	「……そこの人、大丈夫！？」「……。」人影に、返事はない。
	虚ろな目。間違いない。飛び降りようとしてる。私はそう確信し、鉄橋の上を駆けた。
	「えっ，ちょ……！！」手摺に飛び乗り、その子を抱えて内側へと飛び降りる。
	私がクッションになり、その子は救出された。「痛った……。」
	「大丈夫？ もう、こんな真似は……」
	「――馬鹿。そんなこと、するわけない」
	バカ、と謂われて少しムッとした。「あなたは……」
	「名前？……戒野ミサキ」
	「そうじゃなくて。なぜ、こんなことを？」
	「空しくなった、だけだよ」ミサキと言った少女は、少し何かを思い出したようにうつむいていた。
	その時だ。ぐぅ、と私のお腹が鳴った。
	「……あ」「お腹、空いてるの」と、ミサキはリュックを漁る。
	「はい、これ」と、彼女は市販のカロリーブロックを差し出してくれた。「……ほんとにいいの？」
	「うん、あなたも同じなんでしょ？」「どういうこと」
	「行く当てがない、って顔してる」
	ミサキから差し出されたブロックを……私は、受け取ることにした。
	「……いただきます」
	……はむ、とそれに口をつけている間、ミサキはどこか他所の方向を見ていた。
	「もし、行くところがないのなら、一緒にいてもいいよ」
	「……いいの」私は、少し疑問に思う。……親切すぎると。
	「さっきの行動であなたに敵意がないのは分かったし……私も同じだから。周りから、疎まれてるし」
	「そうなの？」
	「うん、そう。……たぶん、そう。」何やら、訳ありのようだ。
	「……分かった」どの道行く当てがないのは事実だ。……その話に、乗ることにした。
	「あなたの名前は？」
	「……七稜アヤメ」「そう。よろしく」
	この辺りは詳しいから、と私はミサキの後をついていくことにした。
	「ホテルでも良かったけど、流石に二人分は出せなかったから」
	そう言って、ミサキはトリニティから数ｋｍ離れた廃墟の一角を案内してくれた。
	パチ、パチと彼女のつけた焚き火が燃える。「寒くはない？」
	「私は大丈夫。それより、手馴れてるね」
	「ちょっと前まで、こういう生活だったから」「……ふーん」
	そんな事を言いながら、廃墟の片隅に二人でぽつんと佇む。……少し寒いが、我慢しよう。
	「寒いだろうから……はい、毛布」「一人分でしょ？あなたの分は」
	「私は別に大丈夫だから。おやすみ」「……うん」
	そう言って、彼女はどこか素っ気ない態度でジャケットを毛布代わりにして横にくるまった。
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